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が
て

円
本
に

も
伝
わ

っ

た
。

古
く
は．
平
安
時
代
の

貴
族
や

僧
侶
の

凵
記
・

詩
文
な
ど

に

語
ら

れ

て

い

る
。

　一．一
尸
が
寿
命
を

縮
め

る

と
い

う
観
念、

お
よ

び

庚
申
の

日
に

夜
を

徹
す

る

習
俗
は

道
教
に

由
来
す
る

。

一

方
で
、

こ

れ
を

す
べ

て

日
本
固
有
の

伝

統
と

捉
え
る
見
方
も
民
俗
学
に
は

根
強
く
あ
る

。

日
本
で

は

仏
教
的
な

習

俗
に

変
容
し
て

お
り、

青
面
金
剛
が
祀
ら
れ
た

。

こ

の

病
魔
退

散
の

本
尊

を
刻
ん
だ

庚
申
塔
は
、

ほ

ぼ

全
国
に

見
ら
れ
る

。

庚
申
す
な
わ

ち
「

か

の

え
さ
る
」

に

ち
な
ん

で
、

足
も
と

に

「

見
ざ
る

聞
か

ざ
る

言
わ

ざ
る
」

の

三

猿
を
従
え
る

。

神
道
に

傾
斜
し
て

い

く
と

猿
田

彦
命
が

祀
ら

れ
る

。

　
ふ

た
月
に
一

度
め

ぐ
っ

て

く
る

庚

申
の

晩
、

村
の

男
衆
と

女
衆
が
そ
れ

ぞ
れ

別
の

家
に

集
ま
る

。

一

晩
中
お
し
ゃ

べ

り
を

し
て

過
ご

す。

こ

れ

を

月
待
ち
と

呼
ん

だ
。

そ
こ

で

悠
長
に

語

り
、

語
り
を
聞
く。

そ
う
し
た

機

会
が、

つ

い

こ

の

あ
い

だ

ま
で

私
た
ち
の

身
近
に

あ
っ

た
。

　

宗
教
が
広
ま
っ

て

い

く
と

き、

ど
こ

ま
で

在
来
の

民
俗
に
浸
透
し
て

い

く
か
、

あ
る

い

は

逆
に、

民
俗
事
象
の

な
か
に

呑
み
込
ま

れ
て

変
質
を
余

儀
な
く
さ
れ
る

か
。

そ
の

具
体
的
な

経
過
を

観
察
し
て

み

れ
ば
、

む
し
ろ

周
囲
の

文
化
と

混
淆
し
て

い

く
方
が

、

よ
ほ

ど
宗
教
の

現
実
の

姿
に
近
い

よ

う
に

思
う

。

シ

ン

ク

レ

テ

ィ

ズ
ム

こ

そ

宗

教
の

現
実
の

あ
り
よ

う
だ

と

は
言
え
な
い

だ

ろ

う
か

。

　

日

本
の

庚
申
信
仰
は、

道
教
と

仏
教
と

民
間
信
仰
が
溶
け
あ
っ

て

変
容

を
か
さ
ね
て

き
た

。

民
俗

学
者
が
こ

れ
を
日

本
固

有
の

も
の

と

見
な
し
た

の

も
そ
れ
な
り
の

理
由
が
あ
っ

た
。

あ
る

場
面
で

は

宗
教
と

さ
え
認
識
さ

れ
な
か
っ

た
の

で

あ
る

。

し
か
し、

そ
の

大
も
と

を
た
ど

っ

て

み

れ
ば

、

民
俗

事
象
の

根
底
に

宗
教
の

長
い

歴

史
が

あ

り
、

そ
れ
は

ア

ジ

ア

に

ま
で

つ

な
が
っ

て

い

た
。

大
学
の

教
養
教

育
の

な
か

で、

そ
う
し
た
視
野
か
ら

宗
教
の

広
が

り
の

大
き
さ

を

伝
え
る

こ

と
が

で

き
れ

ば
と
思

う
。

「

日

本
宗
教
史
」

の

教
え

方

　
　

　

特
に

神
道
の

論
じ
方
と

関
連
し
て

鎌
　
山

　
東
　
二

　
発
表
者
は

二

十
五

年
近
く
「

宗
教
学
」

を
担
当
し

て

き
た

。

学
生
に

望

む
こ

と
は
、

「

と

ら

わ

れ
を

捨
て
、

自
分
の

眼
で

物

事
を
と

ら
え
、

白
分

の

足
で

た

ず
ね
歩
き、

自
分
の

頭
で

考
え

る
」

こ

と
で
、

そ
の

た

め
の

素

材
と

な
る

知
識
と

理
論
と

考
え
方
を

提
供
す
る

こ

と

を
心
が

け
て

い

る
。

　
講
義
概
要
は
、

【
宗

教
は

人
を

救
う
か

、

そ
れ

と
も

破
壊

す
る

か

？

か

つ

て
、

近
代
化
が
進
む

と

宗
教
は

衰
退
す
る
か
消
滅
す
る

と
い

わ

れ
て

い

た
。

し
か
し
実
際
に

は
、

宗
教
は

近
代
化
の

中
で

も
生
き
つ

づ

け、

さ
ら

に

そ
れ
を
超
え
て

生

き
つ

づ

け
て
い

る
。

新
新
宗
教
に

ひ

か
れ、

入
信

す

る

若
者
も
少
な
く
な
い

。

い

っ

た
い

、

こ

の

よ

う
な
「

宗
教
」

と

は
何
だ

ろ

う
か

。

本
講
義
で

は、

宗
教
の

発
生
と

展
開
と

社
会
と

の

か

か

わ

り

を
、

広
く
文
明

論
的
か
つ

比

較
宗
教

学
的
な

観
点
と

方
法
に

よ
っ

て

と
ら

え、

考
察
を
加
え
て

ゆ
く
。

宗
教
は

い

か
に

し
て

生
ま
れ、

ど
の

よ

う
な

社
会
の

中
で

発
達
し
て

き
た
の

か
。

ま
た

ど
の

よ
う
に

社

会
を

変
革
し、

杜
会
に

規
制
さ
れ
て

き
た
の

か
。

そ

の

相
関

関
係
を

諸
宗
教
の

歴
史
的

変

遷
と

構
造
的
特

質
を
比

較
検

討
す
る

巾
で

明
ら
か

に

し

て

み

た
い

。

こ

れ

ま
で

の

宗
教
の

功
罪
と
未

来
の

可
能

性
に

つ

い

て

も

考
え
て

み

た

い
。】

（

「

宗
教
学
1

」

冖

春
学
期
・

前

期
シ

ラ

バ

ス
）
、

【
本
講
義
は

春
学
期

授
業

「

宗
教

学
1

」

を

受
け
て
、

そ
の

観
点
と

方
法
に

基
づ

い

て

「

日
本
の

宗

教
」

を

考
察
す
る

。

特
に

、

比

較
文
明
論
的
か
つ

比

較
宗
教
学
的
な

観
点
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と
方

法
に

よ

り
日
本
の

宗
教
と

社

会
の

構
造
的

特
質
を

探
り、

歴
史
的
変

遷
を

明
ら
か

に

す
る

。

具
体
的
に

は
、

お

よ
そ
一

万
年
前
の

縄
文
時
代
の

宗
教

世
界
か

ら

現
代
の

オ

ウ

ム

真
理
教
な
ど
の

新
新
宗
教
ま
で

取
り
上

げ

る

予

定
。

日
本
人
の

自
己
認
識
に

お
い

て、

日

本
の

宗
教
と

社
会
に

対
す

る

理

解
と

認
識
は

不
可
欠
の

要
素
と
な
る

だ
ろ

う
。

そ

の

意
味
で

は

本
講

義
は
、

「

日
本
」

と
は

何
か

、

「

日

本
人
」

、
「

日

本
文
化
」

と

は

何
か

を

反

省
的
に

と
ら

え
る

時
の

手
が

か

り
に

な
る

だ
ろ

う
。

】

（

「

宗
教
学
1

」

一

秋

学
期
・

後
期
シ

ラ

バ

ス
）

と
し

て

い

る
。

　
後

期
の

「

宗
教
学
H
」

は
、

前

期
で

取
り
上
げ
た

宗
教

学
の

諸
概
念
や

理
論
や

世

界
宗
教
史
の

諸
相
と

関

連
づ

け
な
が
ら

、

日

本
の

宗
教
史
な
い

し
宗

教
文
化
の

特
質
を

考
察
す
る

。

そ
の

際
、

授

業
者
と
し

て

心
が

け
て

い

る

こ

と
は

、

全
体
的
な

枠
組
み

を
理
解

す
る

手
掛
か

り
と
な
る

試
論
・

史
観
を

提
示
す
る

こ

と
と

、

関
連

す
る

視
聴
覚
教
材
を
用
い

た

り、

日

本

の

古

楽
器

（

石
笛

、

龍
笛

、

法
螺

貝
な
ど
）

を
直
接
演
奏
し

て
、

リ

ア

ル

な
感

覚
体

験
を

提
供
す
る

こ

と
の

二

点
で

あ
る

。

わ
た
し
の

提
示
す
る

史

観
は
、

歴

史
は

直
線
的
に

発
展

な
い

し
変
化
し
て

い

く
の

で

は

な
く

、

螺

旋
構
造
的
に

前
代
の

課
題
を
隔

阯
遺
伝
的
に
引
き

継
ぎ
な
が

ら

拡
大
再
生

産
し

て

い

く
と

い

う
「

ス

パ

イ
ラ

ル

史
観
」

で

あ
る

。

例

え
ば
、

 
古

代
冖

神
話

（

神
祗
信
仰）

の

時
代、

 
中
世
冖

宗
教
（
仏

教
）

の

時
代、

 
近

世
一

学

問
（
儒
学
・

古
学）

の

時

代
、

 
近

代
冖

科
学
技

術
（

洋

学
・

西
洋

教
）

の

時
代
な
ど
の

大

局
的
な
時
代
区
分
や

特

徴
付
け
を
し、

古
代
と
近

代、

中
瞳
と

現
代
の

ス

パ

イ

ラ

ル

的

共
通

的
重

合
を

指
摘
す

る
。

ま
た

我
が

国
の

民
族
宗
教
で

あ
る

神
道
の

変
化
を

、

 
神

神
習
合
時

代
、

 
神
仏

習
合
時

代
、

 
神
仏
分
離
時
代、

 
神
仏
諸

宗
共

働
時
代
と

区
分
し
て、

時
代
的

変
遷
と
そ

の

時
代
の

特
徴
を
捉
え
や

す
い

仮
説
的
視

点
な
い

し

枠
組
み

を

提
示
す
る

。

そ
れ
に

関
連
し
て
、

各

時
代
に

特
徴
的

な

神
社
の

創
建
を
、

 
古
代
の

出
雲
大
社、

 
中
世
の

吉
田
神
社
・

大
元

宮
、

 
近
世
の

日
光
東
照
宮、

 
近
代
の

靖
国
神
社
を
例
に

挙
げ
て、

祭

神
や

創
建
に

至
る

時
代
的
要
請
を

考
察
す
る

。

ま
た
、

各
時
代
を
統
合
す

る

社
会
イ

メ

ー

ジ

を
、

 
古
代
の

調
停
的
一

者
、

 
中

世
の

根
源
的
一

者
、

 
近

世
の

仮
構
的
一

者、

 
近
代
の

外
向
的
一

者、

 
現
代
の

象
徴
的
一

者
と
し

て

提
示
し
、

そ

の

よ

う
な

見
方
の

根
拠
と

妥
当
性
を

吟
味
す
る

。

さ

ら

に

各
時
代
の

芸

能
の

変
遷
を

、

 
古
代
の

神
楽
（
神

人
一

体）
、

 

中
世
の

申

楽
・

能
（
神
人

複
合
・

半

神
半
人）

、

 
近

世
の

歌
舞

伎
（

人

間
世

間）

と
し

て

時
代
比

較
す
る

。

ま
た

本
来、

神
道
と

仏
教
が

原
理
的

に

違
っ

て

い

る

こ

と
を
、

 
神
は

在
る

モ

ノ

／
仏
は

成
る

者
（

在
神
／
成

仏）
、

 
神
は

来
る

モ

ノ

／
仏
は

往
く
者
（

来

神
／
往
仏）

、

 
神
は

立
つ

モ

ノ

／
仏
は
座
る

者
（
立

神
／
座
仏）

と

対
照
化
し
て

示
す

。

　
以
上
の

諸

点
が

「

日

本
宗
教
史
」

を
授

業
す
る

際
の

工

夫
で

あ
る

。

パ

ネ
ル

の

主
旨
と

ま
と

め

星

　
野
　
英

　
紀

　
大
学
教
員
に

は

二

つ

の

大
き
な
仕
事
が
あ
る

。

教

育
と

研
究
で

あ
る

。

理
念

的
に

い

え
ば
、

両

者
は

車
の

両
輪
の

ご

と

く
不

可
分
の

関

係
に

あ

る
。

し
か
し、

過
去
に
お

い

て

は
、

大
学
教
員
に

限
れ
ば

、

実
態
と
し
て

は

研
究
が
第
一

で

教
育
は

副
次
的
な
も
の

だ
っ

た

よ

う
に

思

う．、

し
か
し

高
卒
の

ほ

ぼ

五

〇

％
が
大
学
進
学
す
る

現
代
に

お

い

て

は
、

大
学
に

お
い

て

教
育
の

占
め
る

重
要
度
が、

か

つ

て

と

比
較
し

て

格
段
に
増
し
た

。
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